
【日本自費出版ネットワーク】メールマガジン★リバティ・パブ No.31

このメールマガジンは、NPO法人日本自費出版ネットワークの会員の皆様にお届けしてい
ます。

◇□◇□◇□◇□◇□――――――――――――――――――□◇□◇□◇□◇

◆NPO法人日本自費出版ネットワーク・コミュニティサロン◆
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リバティ・パブとは…
自由な思いをカタチにしていこうという人たちが集い、
情報を共有する場です。

・リバティ…Liberty(自由)　　
・パブ……Publication（出版）とPublic House（公共の場）、PUB（大衆酒場）を掛けて

私たちの使命は、あふれる情報を文字にとどめ、言葉を編み、あるいは絵や写真にして、
「本」に残したいという著者の思いを共有し、一緒に本を作り上げていくことです。
著者の思い描くものよりもさらに良いものに作り上げていく工程は、芸術作品を作り
出すことにも似ています。そう、自費出版は文化ですね。
リバティ・パブで一緒にこの文化を広めていきましょう。

□□　――――――――――――――――――――――――――――――　□□

こんにちは！日本自費出版ネットワークのメルマガ担当鳥原由美です。

先月に引き続き、新型コロナウィルスの感染拡大はついに世界を覆う勢いです。
おまけに東京オリンピックは延期になり、混沌とした空気が漂う中・・・
春は確実にやってきました!

皆さまにおかれましては、お元気でお過ごしでしょうか?

かれこれ30年程前、実家の庭から持ってきたギボウシの葉がこの時期に
なると決まって、ベランダでニョキっと芽を出します。
自分は忘れているのに、春が来たのを知らせてくれる、
自然の営みは素晴らしいなと感じます。
そんなささやかなことに癒される今日この頃・・・

それでは、「リバティ・パブ」№31をお届けいたします。

◆◆◆◆◆◆◆◆　ＣＯＮＴＥＮＴＳ　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
　

1. お知らせ……　2020岐阜全国大会申込受付中 (添付)
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□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

1.お知らせ　…2020岐阜全国大会申込受付中 (添付)
 
□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

2020年5月16日（土）　岐阜市　ホテルグランヴェール岐山　　
https://grandvert.com/

シングル15部屋確保　朝食税サ込み7,100円（早めのご予約を）
駐車場代1泊千円

２０２０岐阜全国大会（5/16土）のセミナー

■自費出版アドバイザー養成講座
　「現役アドバイザーぶっちゃけ部外秘トーク
　　　　　　　　アドバイザー試験合格のコツから受注率アップの秘訣まで」

スピーカー：山崎領太郎さん（清水工房/揺籃舎)、矢島潤さん(サンライズ出版)、
            宮川和久さん(文伸/ぶんしん出版)
進 行 役  ：川井信良

仕事の喜怒哀楽や商売の秘訣などを本音で語ってもらう、
自費出版事業の実態が見えてくる座談会です。
自費出版事業を考えている経営者や、自費出版アドバイザーになろうとしている
人には見逃がせない講座です。

■日本自費出版ネットワーク全国交流会
「ライト出版市場の誕生と広がり　～縮小する既存出版の外側で膨らむ市場～」

講師：藤井建人氏　日本印刷技術協会 研究調査部長 主幹研究員

『ライト出版』はコミケのような同人誌市場や自費出版市場とも違った、
その中間の領域の出版市場を指しています。
この市場に自費出版業者はどう向き合うべきか、そのヒントが見つかるセミナーです。

（申し込みは添付ご案内を参考に事務局か宮川まで　miｙagawa@bun-shin.co.jp）

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

2.ニュース　…朝日夕刊掲載効果か、
　　　　　　　　　4日間で通常時より240件アクセス増



□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

3/5の朝日新聞夕刊に日本自費出版文化賞が紹介されましたが、
その後4日間のアクセス数が通常時よりも240件増えました!
（荒井理事報告）

応募数も増えるといいですね。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

3.お知らせ　…日本自費出版文化賞の応募4/10まで延長

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

第23回日本自費出版文化賞の応募を4/10まで延長します。
2010年以降出版されたものならＯＫです。
各社あと1冊応募していただければ50冊以上増えます。

くれぐれもよろしくお願いいたします。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

4.お知らせ　…自費出版文化賞1次2次選考委員に新たに6人
              エッセイ部門の選考委員を募集中

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

日本自費出版文化賞の1次2次選考委員の募集を、21回と22回の
文化賞の部門賞や特別賞を受賞された方々8人に呼び掛けたところ、
6人の方から快諾をいただきましたのでご紹介いたします。

（小説）広田文世さん（土浦市）
（小説）住田真理子さん（豊橋市）
（小説）二村昭美さん（松本市）
（研究評論）東野良平さん（吹田市）
（個人誌）本間淑子さん（江東区）
（詩歌）中村ひろ子さん（川崎市）
 
なお、エッセイ部門の1次2次選考委員が不足しています。
会員の方、もしくは知人でエッセイの評価選考ができる方を募集しています。
無給ですが、2次審査参加の場合は、会場までの片道交通費を支給いたします。
受嘱していただける方は
川井まで一報願います。→　s-kawai@bun-shin.co.jp
 

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

5.お知らせ　…NPOの会員を3種類に分けることを検討

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

会員の種類を3種類にすることを検討しています。
①法人会員　②個人事業者会員　③個人会員です。

個人事業者の負担軽減や、個人で活動に参加したい方も入会できる
改善案ですが、全体の会員増につながると考えています。
4/25の理事会で最終案を決めて、5/16の総会に議案として提出します。



□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

6.お知らせ　… NPO認定自費出版アドバイザーを1級2級（仮称)
                 に分けることを検討　

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

現在の認定試験のハードルが高いため、1級と2級に分けて、
問題や受験資格のハードルを下げた2級と、現状レベルの1級とする案です。
受験者のすそ野を広げ、認定アドバイザー制度の活性化を期待する検討です。
4/25の理事会で結論を出します。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

7. 自費出版事情　…　～会員便り～ №28

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

中西出版株式会社
佐藤　香

「『普通』の人生？」

　近年すっかりご無沙汰しております。
　北海道は札幌、中西出版の佐藤です。

　中西出版は親会社に創業百年超の印刷会社を持ち、設立以来30年と少し。
ジャンルを問わず、地元・北海道からの視点を持った原稿が多く寄せられます。
　通常は共同出版となり流通に乗るものが多く、地元出版社としては、
第14回大賞をいただいた『アイヌモシリ・北海道の民衆史』のように、
北海道の歴史・産業を多く扱うと認識されているようです。

 ですが実は、私個人として思いが深い仕事は「自分史」です。
　親会社の組版オペレーターとして入社以来、幾度か担当してきた自分史には、
一つとして平坦な人生はなく、破天荒であったり、波瀾万丈であったり、
多くの方々に読んでいただけないことが本当に惜しいと思うことが多くありました。

「普通の人」の人生が全く普通ではないことを実感しながら、完成し、
手に取られた時に少しでも作者の思いが伝わりやすいようにと、
微力ながら心を込めて制作しています。

ちなみに。某文書作成ソフトのサポートセンターにいる知人によると、
新型コロナ禍の影響か、外出自粛要請以降、自分史作成中の高齢の方からのSOSが急増し
たそう。

　あちらこちらで個性的な人生が編まれているかと思うと、興味が尽きないところです。

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□

　　　☆　知っとこ　岐阜　☆ その11

□□　―――――――――――――――――――――――――　□□



岐阜のおすすめスポット②　

岐阜開催もいよいよ来月になりましたが、東京五輪も延期になり、
世の中がどう変わっていくのか正直不安な日々です。

『しっとこ岐阜』連載も残すところあと少し。
今回は岐阜駅周辺の最新スポットをご案内いたします。

ＪＲ岐阜駅西に位置する「岐阜シティ・タワー43」は、住居を伴う
複合ビルとしては中部圏でもっと高く、地上43階、高さ162.82ｍあります。
最上階の４３回のスカイラウンジ（地上152ｍ）には、濃尾平野を見渡す
ことができる無料展望室とレストランがあり、ここから眺める夜景の美しさは
格別です。
夜になると賑やかになるのが「玉宮町界隈」。駅から少し北の方角に歩いた
位置にあります。多くの飲食店が並ぶこの界隈は、「岐阜で飲みに行くなら、
ここで決まり！」というくらい人気のスポットです。
大人数の宴会にぴったりの居酒屋や、静かにゆっくり極上の一品を満喫できる
割烹など、幅広いジャンルの店が勢ぞろいしています。

　最近ではＴＶで取り上げられることも多く、おいしいお酒と食事がお値打ちに
いただけるということで、岐阜以外にも愛知や三重など県外からのお客さんでも
賑わっています。
車がないとなかなか不便な岐阜ですが、駅からすぐという便利さも
岐阜市民にとってはありがたい場所です。

   株式会社　岐阜文芸社　　飯尾みゆき

　
*******************************************************

★あとがき

次回理事会、総会ともに議案が盛沢山ですね。
日本自費出版ネットワークが時代と共により良く変化をしていくための
総会です。
ぜひ多くの方のご参加をお待ちしております。

とはいうものの、この新型コロナウィルス感染が終息できないと
岐阜大会も危ぶまれます。
明けない夜はない…一刻も早い終息を祈るばかりです。

名古屋の桜は、今週が見頃です。
静かにお花見に出かけたいところですが・・・
皆さまどうぞご自愛くださいませ。

最後までお読みいただき、ありがとうございました。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

お気づきの点、掲載情報、はたまた私への激励のお言葉がございましたら
yumi@maruwanet.co.jp  まで、お願いいたします。

自費出版文化賞1次2次選考委員に新たに6人
エッセイ部門の選考委員を募集
 



日本自費出版文化賞の1次2次選考委員の募集を、21回と22回の文化賞の部門賞や特別賞を
受賞された方々8人に呼び掛けたところ、6人の方から快諾をいただきましたのでご紹介い
たします。
（小説）広田文世さん（土浦市）
（小説）住田真理子さん（豊橋市）
（小説）二村昭美さん（松本市）
（研究評論）東野良平さん（吹田市）
（個人誌）本間淑子さん（江東区）
（詩歌）中村ひろ子さん（川崎市）
 
なお、エッセイ部門の1次2次選考委員が不足しています。会員の方、もしくは知人でエッ
セイの評価選考ができる方を募集しています。無給ですが、2次審査参加の場合は、会場
までの片道交通費を支給いたします。
受嘱していただける方は川井s-kawai@bun-shin.co.jpまで一報願います。
 


